
■人口 312,245人［５月末日現在（前年比−401）］ ■火災件数 ７件［５月分（前年比−３）］ ■交通事故件数 824件［５月分］

７月上旬号広 報

本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、今年４月１日に新しく

供用を開始した日永浄化センター
第４系統について、お話をします。
四日市市の下水道は、三滝川・

海蔵川以北の「北部処理区」、内部
川・鈴鹿川以南の「南部処理区」、そ
して中央部の「日永処理区」と３
つのエリアに分かれています。
そのうち、「北部処理区」と「南

部処理区」は三重県の下水処理場
で、「日永処理区」は四日市市の日

永浄化センターで、それぞれ処理
しています。
本市では、現在、川島地区・四

郷地区・内部地区などで下水道の
整備を進めていますが、これに伴
い、日永浄化センターでの汚水処
理能力が不足するため、平成20年
度から第４系統（第１期）工事を
進めてきました。
この第４系統の増設により、新

たに、１日最大で15,000㎥の汚水
を処理できるようになりました。
さらに、赤潮発生など、伊勢湾

の水質悪化の原因となる窒素やリ
ンを除去する能力の高い高度処理
方式を新たに導入しています。

今後、下水道の整備を着実に進
めるとともに、日永浄化センター
で高度処理を行うことにより、本
市の川や海をもっときれいにして
いきたいと考えています。

日永浄化センター第４系統供用開始

四日市市長
田中 俊行

伊勢志摩サミットへ消防特別警戒部隊を派遣

先日の伊勢志摩サミットは、特段の事故もなく、
安全かつ成功裏に終えることができました。実は、
消防特別警戒のため、本市から消防車両４台と消防
職員48人を派遣し、その出発式では、「世界中が注
目する中、サミットの成功に向けて十分に力を発揮
してほしい。」と激励したところです。

全国から多数の消防部隊が派遣される中、本市の
消防隊員が、統括リーダーとしての役割を担い、火

災や救急への対
応のほか、テロ
の未然防止な
ど、その任務を
しっかり完遂し
たことを誇らし
く思います。大
変ご苦労様でし
た。

「熟年大学」で、学長として講演

本市の「熟年大学」は、60歳以上の市民の皆さん
が楽しく学びながら仲間づくりをして、社会参加へ
の意欲を高める場として昭和58年に開設されました。
本年度の開講日には、学長である私が「これから

の四日市−地方創生総合戦略」と題して、70分ほど
の講義を行いました。
人口減少・少子高齢化の荒波を乗り越えていくため

の戦略、すなわち、①産業振興②本市独自の子育て・
教育施策の充実③安心できる医療・福祉の体制づく
り④新たなシティプロモーションといった４つの柱
について、具体的
に説明し、とても
熱心に傾聴してい
ただきました。

今後の地域社会
での活動につなげ
ていただくことを
期待しています。

さらなる水質浄化が期待される
日永浄化センター

派遣部隊を激励する田中市長 地方創生総合戦略について講演する田中市長


